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歳
　
入

内　訳 金　額 増　減

一般財源 179億9,226万円 （▲ 1.2％）

市税   85億8,366万円 （▲ 6.2％）

地方交付税等   74億2,794万円 （＋ 4.7％）

各種交付金   19億8,066万円 （＋ 0.7％）

特定財源 107億2,774万円 （▲ 16.9％）

国県支出金 67億4,389万円 （▲ 1.2％）

繰入金 10億5,608万円（▲ 24.3％）

市債（注） 19億6,040万円（▲ 46.0％）

その他 9億6,737万円 （▲ 9.1％）

歳
　
出

内　訳 金　額 増　減
義務的経費 130億5,147万円 （＋ 1.6％）

人件費 48億1,584万円 （▲ 0.8％）
扶助費 51億2,357万円 （＋ 5.5％）
公債費 31億1,206万円 （▲ 0.9％）

投資的経費 40億2,744万円（▲ 42.5％）
主
な
も
の

うち道路・街路整備 15億552万円 （＋ 7.3％）
学校整備 11億3,717万円 （＋ 5.6％）
防災施設整備等 4,519万円（▲ 97.3％）

一般行政経費 116億4,109万円 （+3.4％）
主
な
も
の

新型コロナウイルス感染症対策 2億5,737万円 （皆増）
緊急浚渫推進事業（河川） 1億5,500万円 （皆増）
道路維持管理 1億4,000万円（＋ 53.0％）

Point
専決処分

とは

会 計 区 分 令和２年度
A

令和３年度
B

比 較 増 減
増減額（B-A） 伸び率（％）

一般会計（議案19号） 311億2,000万円 287億2,000万円 ▲24億円 ▲7.7

特別会計（議案20～26号） 121億8,112万8千円 121億5,325万5千円 ▲2,787万3千円 ▲0.2

企業会計（議案27～29号） 66億8,345万5千円 66億2,034万1千円 ▲6,311万4千円 ▲0.9

合　計 499億8,458万3千円 474億9,359万6千円 ▲24億9,098万7千円 ▲5.0

　３月定例会が２月25日から3月15日までの19日間開催されまし
た。新型コロナウイルス予防接種事業（2,481万3千円）及び2月13
日に発生した地震により被災した道路や施設の復旧に要する経費予
算（6,889万円）の専決処分、令和３年度当初予算、飲食店等緊急応
援事業（割引クーポン券１億1,865万円）などの令和３年度補正予
算を含む議案45件について審査し、いずれも原案のとおり可決、承
認、同意されました。
　一般質問は３月３日から３日間、総括質疑は３月８日に行われ、
18人の議員が登壇し、市政全般にわたって議論が行われました（質
疑は５頁、一般質問は８～17頁）。
　また、「将来を見据えた新型コロナウイルス感染症対策に関する
決議」を含む議員提出議案４件について全会一致で原案可決、市民
からの請願１件は採択、陳情１件は不採択になりました（17頁）。

２８７億２，０００万円２８７億２，０００万円

※議会を招集する時間的余裕がないことが明らかで、災害などの緊急時に対応できる仕組み。
　専決処分後に議会の「承認」が必要になります。

議案19号　令和3年度白河市一般会計予算

全ての議案の審査結果
は市議会ホームページ
をご覧ください。

◆市長提出議案�45件

◆議員提出議案�４件（3・17頁）

◆請願・陳情��２件（17頁）

◆報　告����１件

コロナ予防接種事業及び
� 2/13発生地震災害復旧事業（令和２年度予算）の専決処分※を承認

議案ピックアップ

◆予算総額　474億9,360万円

（前年度比24億円　▲7.7％）

2

令和３年度予算総額474億9,360万円を可決

令和３年度一般会計補正予算（コロナ感染対策事業）を可決

（注）臨時財政対策債を除く

重点推進事業分
72億4,622万円は
４頁に掲載



2021（Ｒ3）5.1　Vol.623

「将来を見据えた新型コロナウイルス感染症対策

　　　 に関する決議」を3月15日に全会一致で可決

市議会を代表して菅原修一議長が鈴木和夫市長に決議書を手渡しました。

　市議会では昨年６月定例会で新型コロナウイルス感染拡大防止策、安心できる教育環境づくり、各種産業へ
の市の独自支援、将来を見据えた事業の実施及び財政運営の４項目についての対応を求める決議を行いまし
た。
　今定例会では、社会生活や健康に関する不安解消や経済の活性化などの課題を解消するためにはこれからが
正念場であり、将来を見据えた市政運営が必要であることから、下記について迅速に取り組むよう要望するも
のです。

　　　１　市内事業者やひとり親世帯などに対する市独自の支援策の充実
　　　２　ワクチン接種に関するきめ細やかな情報提供と、集団接種が困難な高齢者等への対策
　　　３　感染収束後の社会経済の変動を見据えた事業展開
　　　４　思いやり条例の理念を遵守し、市民が互いに支えあう地域社会の実現

決議の要旨

白
河
市
議
会
は
、
市
と
連

携
・
協
力
し
、
新
た
な
価
値
観

に
あ
っ
た
暮
ら
し
を
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
む
決
意
で
す
。

33月月定例会定例会33月月定例会定例会3月定例会 市議会市議会

次年度の
予算に生かす
次年度の

予算に生かす

10月～翌年2月

予算案の作成

Check!Check! Check!Check!

9月定例会
市議会に
「決算議案」
を提出

3月定例会
市議会に
「予算議案」
を提出

4月～翌年3月

事業の実施

○提出者　高橋光雄
○賛成者　大花　務
　　　　　佐川京子
　　　　　筒井孝充
　　　　　山口耕治
　　　　　柴原隆夫

～議会からのお願い～

　新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、引き続きマスクの着用、３
密回避、手洗いや手指の消毒を！
　思いやりの心で感染した人をサポ
ートし、誹謗中傷から守り、温かく
迎えましょう！
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287億2,000万円のうち

重点推進事業分 72億4,622万円
の主な事業をお知らせします

議案19号　令和３年度白河市一般会計予算

１ 安全・安心プロジェクト 10億7,446万円（20事業）

新型コロナウイルス感染症への対応
継続 ワクチン接種事業　2億2,936万円 継続 発熱外来の継続実施　1,956万円

防災・減災対策
新規 緊急浚

しゅんせつ

渫推進事業　1億5,500万円 継続 緊急自然災害防止対策事業　1億円

　　　大規模な浸水災害を防止するため、河川に堆積した土砂の除去や護岸の改修
新規 土のうステーション設置事業　430万円
　　　浸水被害の防止と防災対策を自助・共助により実施するため、土のうステーションを各地域に設置
拡充 一般公開用地理情報システム（GIS）整備事業　542万円　　　　　　　　
　　　災害発生時に浸水、土砂崩れ、通行止め等の情報を市民へ速やかな提供

安全対策
継続 園児の散歩道安全対策事業　1,000万円

２ 健康・福祉・医療プロジェクト 9億1,941万円（45事業）

新規 健康ポイント事業（アプリを活用した健康プログラムの導入により、健康寿命を増進）　3,215万円
拡充 重度障がい者支援事業（県内での医療費の現物給付（窓口負担なし）を実施）　1億1,914万円
拡充 高齢者見守り生活支援事業　521万円
拡充 こども医療費助成事業（医療費の現物給付（窓口負担なし）区域を全国に拡大）　2億8,158万円

３ 産業・雇用プロジェクト 10億9,425万円（46事業）

新規 女性に寄り添うライフ・ワークサポート事業（仕事と子育ての両立を支援）　611万円　
新規 ディスカバリー白河農活事業（就農全力バックアップ事業）　90万円　

５ 都市基盤プロジェクト 17億8,648万円（19事業）

新規 循環バス新ルート検討実証実験事業　642万円
継続 地域内移動支援事業（高齢者等を対象としたバス及びタクシー運賃の一部を助成）　1,109万円　

６ コミュニティ・環境等プロジェクト 2億3,754万円（18事業）

新規 複合施設整備事業（市民会館跡地に建設する複合施設の基本設計に着手）　5,236万円
新規 しらかわ移住魅力発信事業（白河暮らしの様子をYoutube等で全国へ魅力発信）　798万円　

４ 教育・文化・生涯学習プロジェクト 21億3,408万円（47事業）

新規 アートによる文化振興事業（文化芸術活動による人づくりやまちづくりを推進）　294万円
継続 南湖公園史跡整備事業（歩行者が安心して散策できる園路整備）　4,675万円
継続 清水門復元整備事業　1,307万円
継続 小中学校基礎学力向上推進事業　3,960万円　

←質疑3

←質疑4

←質疑1

←質疑2

←質疑5

質疑を
５頁で紹介
しています
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議案７号　
白河市霊園維持管理基金条例
問　本市は、(公財)白河観光物産協
会から羅漢山霊園の整備及び管理運
営に係る事業を譲り受けるが、管理
の人員体制に変りはないか。引き継
ぐ資産はいくらか。
答　人員体制に変りはない。資産
は、３月中に1,200万円を引き受
け、白河市霊園維持管理基金を設置
する。残る流動資産は、観光物産協
会の決算で確定することから、６月
末を目途に残金を引き受け基金に繰
り入れる予定である。

議案８号　
白河市合併振興基金条例を廃止する
条例
問　基金がなくなることで、地域振
興に影響がないのか。
答　影響はない。これまで同様、バ
ランスよく市全体の振興を図る。

議案19号　
令和３年度白河市一般会計予算

質疑1　　
小中学校基礎学力向上推進事業
問　事業費の使われ方とさらなる学
力向上のために何をするのか。
答　小学校の英語指導、中学校数学
科指導の教員配置、個別学習支援の
教員配置などに使っている。さらに
学力テストにおいて、すべての教科
が全国平均を上回るよう努める。

議案19号
令和３年度白河市一般会計予算

質疑4
重度障がい者支援事業
問　重度障がい者の医療費支払い
が、「償還払い」(病院窓口で支払
い、償還手続きで戻る)から、「現
物給付」(県内の医療機関等の窓口
に受給者証を提示することで窓口負
担がなくなる)に変更されたことは
評価できる。これまでは要求しても
「できない」という答弁だったが、
変更になった経緯はどういうもの
か。
答　これまでは、医療費増加が懸念
されることや新たな経費が増加する
こと、「現物給付」に伴う国庫負担
金の減額措置があること等の理由で
できなかった。昨年来のコロナ禍を
通じ、社会的弱者の支援策が求めら
れており、日常生活の安心・安全の
確保に配慮し実施となった。

質疑5
土のうステーション設置事業
問　市内10地区に土のうステー
ションを設置する予算が計上されて
いるが、具体的な場所、運営はどう
なるのか。
答　設置場所は、本庁舎及び表郷、
大信、東庁舎に加え、大沼、白坂、
小田川、五箇、古関、関辺の各行政
センター。市民や町内会などが近隣
の土のうステーションから土のうの
運搬・設置・撤去及び保管・処分を
行う。

議案19号　
令和３年度白河市一般会計予算

質疑2　
複合施設整備事業
問　複合施設の基本設計に２年間で
１億2,850万円。事業の趣旨と内
容及び積算根拠の説明を求める。
答　同事業は市民会館跡地に整備
を予定している複合施設の「基本
設計」を行うものである。「設計委
託料」は福島県において用途や人員
数、材料や機械の使用量等を標準化
した「基準」や「要領」を用いて設
計・積算している。約5,500万円
が測量設計料、約7,191万円が施
設基本設計料となる。
問　財源について
答　財源である公共施設等整備基金
の残高は38億5,600万円程度であ
る。

質疑3
一般公開用地理情報システム（GIS）
整備事業
問　同事業について
答　「地理情報システム（ＧＩＳ）」と
は、地目・地積等の土地情報をはじ
め、危険区域、医療機関、高齢者世
帯などの位置情報を重ねたものであ
り、新たに導入するシステムでは、
広く市民の方々も、市のホームペー
ジを介して地図情報の一部を閲覧で
きるようになる。また、災害時には
土砂崩れや浸水、通行止めなどを地
図上に速やかに公開することが可能
となる。

深 谷 　 弘深 谷 　 弘 大 木 絵 理大 木 絵 理 高 橋 光 雄高 橋 光 雄

Point
総括質疑

とは

質疑とは、議会に提出された議案について疑問や不明確な点があるときに説明を求めるもの。
提案された議案に関係することしか質問できません。３月定例会では、一般質問（Ｐ10～17）と分けて行っ
ています。

土のうステーション 子どもたちの創造性を育む教育を！

総括質疑 ３月定例会での質疑を紹介します
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　この特別会計が廃止されても、従来の担当課でそれぞれ管理し、令和３年度からは一般会計で
事業管理していくこととなる。A

Q

6

常任委員会審査

●● 議案第33号　令和２年度白河市一般会計補正予算（第10号）

●● 議案第６号　白河市特別会計条例の一部を改正する条例

●● 議案第19号　令和３年度白河市一般会計予算

各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

　近年、たばこ離れが進み、売渡本数は年々減少傾向にあるため、その傾向は更に進むと想定し、
税収を低く見込んだところ、減少幅が見込みより少なかったため、結果として増額補正となった
ものである。

　令和３年度は、令和２年２月から10月までの任意の３
カ月間の売上高が、前年と比べて50％減少するなどの条
件により、償却資産及び事業用家屋に係る固定資産税の
軽減措置があり、その分も含めて減額となっている。な
お、その軽減措置分については、国から地方特例交付金
により全額措置される。

　複合施設に導入する官民連携事業を検討するにあたっての実証実験として、女性に寄り添った
仕事と子育ての両立を支援するため、子育てのブランクにより就職に不安がある女性などを対象
としたワークショップやセミナー、女性の就労に関する企業ニーズ調査等の実施を予定している。
その実証実験の結果を踏まえ、例えば、子連れ相談ができる民間型ハローワークのようなサービ
スの導入について、関係機関と連携を図りながら、どういう機能を取り入れるべきか検討してい
きたい。

歳入に係るたばこ税1,341万円の増額補正について

市税の固定資産税2億9,415万３千円の減額について

女性に寄り添うライフ・ワークサポート事業の内容について

国有林野払受費特別会計及び教育財産特別会計の廃止後の山林等の管理方法について

　コロナ禍により二地域居住や移住希望者が増加する傾
向にあることから、白河の魅力を発信する方法として、
インフルエンサーが実際に本市に居住し、地域との交流
や日々の暮らしの様子などリアルな情報をYouTube等で
発信していく。

しらかわ移住魅力発信事業について、どのようにし
て白河の魅力を発信していくのか。

総務 常任委員会総務 常任委員会

SNSで白河の魅力を発信し、二地域居住や移住を促進SNSで白河の魅力を発信し、二地域居住や移住を促進
令和３年度一般会計予算のほか、議案15件が付託されました

A

A

A

A

移住定住ガイドブック

Q

Q

Q

Q

付託された議案は、いずれも原案のとおり承認及び可決しました。
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大信地域仮置場搬出完了

Point
常任委員会

とは

議会で話し合う内容は幅広く複雑です。すべてを本会議で審議することは効率的ではないため、４つの委員
会で各専門分野の議案などについて審査しています。議員はそれぞれ１つの委員会に所属しています。

白河市農産物
ブランド

●● 議案第７号　白河市霊園維持管理基金条例

●● 議案第19号　令和３年度白河市一般会計予算

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

除去土壌は令和3年末に中間貯蔵施設に全て搬出完了予定除去土壌は令和3年末に中間貯蔵施設に全て搬出完了予定
白河市霊園維持管理基金条例のほか、議案10件が付託されました

●● 議案第33号　令和２年度白河市一般会計補正予算（第10号）

●● 議案第44号　令和３年度白河市一般会計補正予算（第１号）

　各霊園における統合前の基金の有無や残高に関わらず、統合後も地域ごとの霊園事情に鑑み、
適切な維持管理に使用していきたい。

　現在31品目を認証しているが、販路拡大等における課題が見えてきたため、令和
２年度にブランド方針の見直しを行った。令和３年度からは新たな認証制度により 
リーディングブランドの選定、パッケージデザインの見直しといった、商品の磨き
上げ等販路拡大に向けた支援を行い、白河ブランド全体の底上げを図っていく。

３地域の霊園の維持管理基金を統一するにあたり、これまで各霊園において
所有していた基金の利活用について

A

A

Q

付託された議案は、いずれも原案のとおり承認及び可決しました。

　除去土壌は令和３年２月末現在、白河地域の仮置き場に約
7万８千袋が残っているが、令和３年末に中間貯蔵施設に全
て搬出を完了する予定となっている。また、東、表郷地域の
仮置き場は現状復旧が完了し、大信地域は半分が令和２年度
に現状復旧が完了し、令和３年度には残りの半分も完了見込
みである。今後とも環境省と連携し事業を進め、仮置き場の
今後の利活用については市全体で検討していきたい。

　予算の事業所数774件は、対象事業者の最大数を見込んだことから減額することとなった。

仮置き場の現状と復旧状況、今後の利用計画について

現在の白河市農産物ブランドの商品数と成果、今後の具体的取り組みについて

新型コロナウイルス感染症対策協力金が当初見込み額より確定額が大きく減少した要因は

A

A

Q

Q

Q

　第２弾と同様、飲食店、小売業、サービ
ス業を対象に参加店舗を募集するとともに、
一世帯につき５千円の割引クーポン券を配
布し、消費喚起を図っていきたい。

第２弾消費喚起クーポンの対象店舗以外に
拡充するなど、第３弾に違いはあるのか。

A
Q 見本
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常任委員会審査各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

学校法人熊田学園佐藤慎一様、Lemniskate一級建築士事務所主宰岩橋亜希菜様から施設の
説明を受けました。

教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

移動販売車を追加購入し、市内全域で高齢者の見守りを兼ねた移動販売を実施移動販売車を追加購入し、市内全域で高齢者の見守りを兼ねた移動販売を実施
白河第二中学校建設事業電気設備工事請負契約の一部変更についてのほか、議案19件が付託されました

●● 議案第16号　白河第二中学校建設事業電気設備工事請負契約の一部変更について

●● 議案第25号　令和３年度白河市介護保険特別会計予算

●● 議案第33号　令和２年度白河市一般会計補正予算（第10号）

●● 議案第19号　令和３年度白河市一般会計予算

◀移動販売車
が市内全域に
事業拡大

付託された議案は、いずれも原案のとおり承認及び可決しました。

　

令
和
３
年
４
月
、
西
三

坂
に
開
園
し
た
「
認
定
こ

ど
も
園
ら
の
み
な
」
の
現

地
調
査
を
３
月
25
日
に
実

施
し
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園

を
現
地
調
査

　994万９千円増額の理由について、当初の契約ではGIGAスクール構想に対応する環境設備設計
がなかったため、無線アクセスポイントなどの校内ネットワーク整備にかかる費用を追加したも
のである。

　小学校の自宅学習に使用する保護者貸し出し用のモバイルルーターを当初240台分予算計上した
が、希望者が143人であったため不要となった購入費174万１千円を減額するものである。

　市では、学級での子どもたちの人間関係、満足度を測るＱＵテストをすべての学校で実施し、
学級づくりなどで成果を上げてきた。来年度は年２回ＱＵテストを実施し、専門家である会津大
学の苅間澤先生の指導助言をいただき、不登校やいじめの防止に努めていきたい。

　本事業は、児童虐待の予防や迅速な対応をより効果的に行うため、子育て世代包括支援センタ
ーにおいて解決困難な要支援・要保護児童の諸問題を、専門的に調査・訪問・継続的なソーシャ
ルネットワークなど必要な支援業務を行う拠点を設置する事業である。

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

白河第二中学校建設事業電気設備工事請負契約の金額変更について

歳出予算で教育振興費、自宅学習用モバイルルーター購入費の減額補正

歳出予算、事務局学校教育一般管理費、ＱＵテスト活用アドバイザー報償の詳細について

歳出予算、子ども家庭総合支援拠点事業について

　令和３年度は、７月末までに移動販売車を１台追加購入し、事業を拡大する予定である。
　これにより、移動販売の対象区域がこれまでの旗宿、表郷、大信、東地域から白河地域の市内
全域に拡大される。

介護特別会計の包括的支援事業・任意事業費、高齢者見守
り生活支援事業委託における新年度の内容拡充について

A
Q



2021（Ｒ3）5.1　Vol.629

　

令
和
２
年
６
月
か
ら
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
白
河

第
二
中
学
校
建
設
事
業
の

現
地
調
査
を
、
４
月
５
日

に
実
施
し
ま
し
た
。
担
当

課
職
員
か
ら
進
捗
状
況
や

作
業
工
程
の
説
明
を
受
け

た
後
、
建
設
現
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

工
事
は
第
３
期
の
令
和

５
年
度
ま
で
行
わ
れ
、
現

在
の
校
舎
を
利
用
し
な
が

ら
の
建
設
で
あ
る
た
め
、

生
徒
の
安
全
を
最
優
先
に

施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
施
工
中
で
あ
る
１
期
工

事
は
、
10
月
完
了
予
定
で

す
。
新
屋
内
運
動
場
や
一

部
の
新
校
舎
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
完

成
が
楽
し
み
で
す
。

●● 議案第31号　専決処分の承認を求めることにつ
　　　　　　　　いて【令和２年度白河市水道事業
　　　　　　　　会計補正予算（第３号）】

●● 議案第30号　専決処分の承認を求めることについて【令和２年度白河市一般会計補正予算（第９号）】

●● 議案第27号　令和３年度白河市水道
　　　　　　　　事業会計予算

●● 議案第33号　令和２年度白河市一般会計補正予算（第10号）

●● 議案第19号　令和３年度白河市一般会計予算

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会

小峰城城郭復元基金寄附金　寄附者は2月26日現在、875名小峰城城郭復元基金寄附金　寄附者は2月26日現在、875名
市道路線の認定についてのほか、議案11件が付託されました

　付託された議案は、いずれも原案のとおり承認及び可決
しました。

白
二
中
建
設
現
場

を
現
地
調
査

　市内９箇所で破損があり、２箇所は東及び久田
野配水池側面から漏水、７箇所は給水管からの漏
水である。

　令和２年度末企業債未償還残
高は48億162万114円で、その
うち元金は42億8,874万9,751円、
利息は5億1,287万363円である。

　石切場４・５・６号棟で給水管の損傷などがあり、要因としては軟弱地盤による影響が大きい
と認識している。

　事業の種類により異なり50％及び55％である。

　都市公園は長寿命化計画に基づき
遊具の更新を、農村公園では老朽化
し危険な遊具は撤去し、新たにベン
チを設置。その他の公園は、遊具す
べてを更新するのではなく、利用状
況を勘案し検討する。

　白河市歴史的風致維持向上計画第２期の
初年度の事業であり、実行委員会を組織し、
子供たちが白河の歴史を楽しく学べるよう
な「かるた」を作るものである。

　伐採後の切り株について、根枯らし促進剤を利用し自然に近い形で土にもどす。

A A

A

A

A A

A

Q Q

Q

Q

Q Q

２月13日に発生した地震災害の破損箇所について
企業債償還金残高は

石切場市営住宅の被害について

社会資本整備総合交付金事業の補助率は

公園の老朽化した遊具の撤去について 白河かるたについて

小峰城東側丘陵樹木伐採後の切り株はどのように処理するのかQ

東
側
丘
陵
地
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問　

合
併
か
ら
15
年
。
地
方
自

治
の
原
点
に
立
っ
た
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

答　

市
長
就
任
当
時
は
、
平
成

の
大
合
併
が
一
段
落
し
、
少
し

ず
つ
浸
透
し
て
き
た
地
方
分
権

の
理
念
の
も
と
、
各
自
治
体
が

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
振
興

策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。
新
市
の
均
衡
あ
る

発
展
と
一
体
感
の
醸
成
に
目
配

り
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
や
文

化
な
ど
足
元
の
資
源
を
活
か
し

つ
つ
、
不
足
す
る
も
の
を
外
部

か
ら
取
り
入
れ
る
内
発
的
発
展

が
大
事
で
あ
る
と
の
考
え
に
立

ち
、
市
政
を
運
営
し
て
き
た
。

問　

合
併
特
例
債
の
利
活
用
に

つ
い
て
。
合
併
後
15
年
が
経
過

し
、
こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た

特
例
債
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

令
和
２
年
度
ま
で
の
合
併

特
例
債
活
用
額
は
約
２
０
１
億

円
で
あ
る
。
主
な
活
用
事
業
は

文
化
交
流
館
整
備
事
業
で
約
41

億
円
、
小
中
学
校
建
設
事
業
で

37
億
円
、
道
路
整
備
事
業
で
約

22
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　

発
行
可
能
な
特
例
債
の
残

額
は
い
く
ら
か
。

答　

活
用
上
限
額
は
２
２
１
億

４
４
５
０
万
円
で
、
令
和
２
年

度
末
残
額
は
約
20
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

合併から15年の歩みとこれからを市長に問う
「真の地方の時代」に向けた白河を創るため、自ら考え行動する

北野　唯道�議員

問　

移
住
定
住
推
進
に
つ
い
て

答　

白
河
に
暮
ら
す
私
達
自
身

が
心
地
よ
い
と
感
じ
る
も
の
は
、

移
り
住
む
人
に
と
っ
て
も
同
様

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
考

え
、
双
方
が
暮
ら
し
や
す
い
と

感
じ
ら
れ
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問　

複
合
施
設
整
備
の
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
内
容
に
つ
い
て

答　

令
和
３
年
度
か
ら
基
本
設

計
に
入
る
が
、
市
民
か
ら
幅
広

く
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
る
。

基
本
計
画
で
は
「
生
き
が
い
づ

く
り
機
能
」
と
し
て
公
民
館
的

機
能
が
入
っ
た
「
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
。

問　

マ
イ
タ
ウ
ン
２
階
東
側
・

南
側
の
遮
光
対
策
に
つ
い
て

答　

利
用
者
協
議
会
で
意
見
を

聞
き
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
カ
ー
テ

ン
の
設
置
な
ど
検
討
す
る
。

�

問　

学
校
規
模
の
適
正
化
に
係

る
本
市
の
方
針
に
つ
い
て

答　

小
規
模
化
の
学
校
が
あ
る

の
で
文
部
科
学
省
の
手
引
き
を

参
考
に
本
市
の
方
針
を
作
成
す

る
。

問　

五
箇
中
に
つ
い
て

答　

生
徒
数
の
推
移
か
ら
必
要

規
模
確
保
は
困
難
で
あ
り
、
多

く
が
統
合
に
前
向
き
な
の
で
、

総
合
的
に
判
断
し
令
和
６
年
４

月
に
中
央
中
学
校
と
統
合
す
る

計
画
を
作
成
し
た
。

移住・定住先として選ばれるような魅力的な白河の施策について
社会的潮流を好機と捉え、白河暮らしの魅力発信に特色ある施策を講じる

佐川　京子�議員

一　般　質　問

マイタウン白河（本町）の遮光対策を！
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
り
、
外
食
産
業
へ
の
供
給
比

重
が
大
き
い
本
県
産
米
は
、
大

き
な
影
響
を
受
け
、
昨
年
は
１

俵
あ
た
り
２
千
円
か
ら
３
千
円

の
下
落
と
な
り
、
本
年
産
米
に

お
い
て
も
、
千
円
以
上
下
落
す

る
事
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
農
業
経
営
継
続

支
援
と
し
て
捉
え
、
市
と
し
て

支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答　

今
後
急
激
な
価
格
下
落
に

よ
り
、
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る
場

合
は
、
経
営
継
続
に
つ
な
が
る

支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

「
カ
メ
ム
シ
防
除
支
援
体
制
の

構
築
を
！
」

問　

近
年
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
食

害
に
よ
り
、
格
付
け
等
級
の
低

下
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
適

期
の
駆
除
情
報
の
提
供
や
喚
起

ま
た
、
防
除
作
業
は
重
労
働
と

な
る
た
め
、
作
業
支
援
の
体
制

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

米価下落に対する支援を！
状況により検討が必要と考える

根本　建一�議員

問　

昨
年
９
月
に
制
定
さ
れ
た

思
い
や
り
条
例
に
つ
い
て
、
市

民
か
ら
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ

っ
た
の
か
伺
う
。

答　

市
民
の
皆
様
か
ら
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
誰
も
が
差
別

や
偏
見
を
身
近
に
感
じ
、
社
会

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
人

権
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
う
」
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
つ
い
て
様
々
な
面
か

ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
さ

ら
に
、
人
権
擁
護
委
員
か
ら
は

「
時
宜
を
得
た
条
例
制
定
で
あ

り
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す

る
上
で
も
大
き
な
力
に
な
り
、

非
常
に
喜
ば
し
い
」
と
の
声
が

届
い
て
い
る
。

問　

思
い
や
り
条
例
を
教
育
の

一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
の
か

伺
う
。

答　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、

思
い
や
り
条
例
の
制
定
後
す
ぐ

に
全
校
集
会
で
取
り
上
げ
、
そ

の
趣
旨
や
内
容
に
つ
い
て
児
童

生
徒
に
知
ら
せ
、
思
い
や
り
や

い
じ
め
防
止
の
必
要
性
を
考
え

さ
せ
る
機
会
と
し
た
。
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
思

い
や
り
条
例
の
趣
旨
を
取
り
上

げ
、
児
童
生
徒
へ
の
定
着
や
保

護
者
へ
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い

る
。

思いやり条例の今後の周知はどう行うのか
「広報しらかわ」に特集を掲載する

室井　伸一�議員

答　

回
覧
等
で
的
確
な
防
除
方

法
に
つ
い
て
注
意
を
促
す
。
ま

た
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除
が

普
及
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ

Ａ
や
事
業
者
と
防
除
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

一　般　質　問
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問　

試
さ
れ
る
「
行
政
力
」
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

行
政
力
と
は
、
市
の
将
来

像
を
示
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
将
来
を
見

通
し
づ
ら
い
今
の
時
代
に
お
い

て
は
、
様
々
な
情
報
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
持
ち
、
現
状
を
分
析
し

て
時
代
の
趨す
う
せ
い勢

を
読
み
具
体
的

に
政
策
に
落
と
し
込
ん
で
い
く

力
が
大
事
で
あ
る
。
私
自
身
、

国
の
官
僚
、
他
の
首
長
、
企
業

の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
、
各
方
面
の

方
々
と
意
見
交
換
を
す
る
中

で
、
今
後
の
方
向
性
を
示
せ
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
今
、
コ
ロ

ナ
や
人
口
減
少
へ
の
対
応
な
ど
、

様
々
な
困
難
が
立
ち
ふ
さ
が
っ

て
お
り
、
ま
さ
に
行
政
の
力
が

試
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

市
民
や
各
種
団
体
等
の
知
恵
や

ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
時
代
の
潮
流
を
読
む
努
力

を
重
ね
、
的
確
な
判
断
と
実
行

力
で
乗
り
越
え
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

問　

被
災
し
た
鶴
子
山
公
園
の

遊
具
の
復
旧
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
の
災
害
査
定
後
、
速
や

か
に
復
旧
工
事
に
着
手
し
、
令

和
３
年
度
末
の
完
成
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
で
き
る
限
り
早
期

の
復
旧
に
努
め
る
。

試される「行政力」とは？
将来像を示し、課題を解決する力。まさに試される時代。的確な判断と実行力で乗り越えていく。

藤田　文夫�議員

問　

軽
自
動
車
の
Ｃ
Ｍ
放
送
に

よ
り
、
白
河
駅
が
全
国
的
に
注

目
を
集
め
る
な
ど
、
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
が
市
の
Ｐ

Ｒ
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。
今
後

の
展
開
を
伺
う
。

答　

映
画
や
文
学
作
品
に
登
場

す
る
こ
と
で
脚
光
を
浴
び
、
観

光
客
の
増
加
や
経
済
の
活
性
化

が
期
待
で
き
る
。
本
市
に
は

「
武
士
の
一
分
」
で
使
わ
れ
た

「
小
峰
城
」
、
渋
沢
栄
一
と
縁

の
あ
る
「
南
湖
公
園
」
、
古
代

か
ら
有
名
な
「
白
河
の
関
」
な

ど
の
素
材
が
数
多
く
あ
る
。
ま

た
、
東
京
か
ら
近
い
利
便
性
か

ら
撮
影
場
所
に
選
ば
れ
る
可
能

性
が
高
い
。
こ
の
事
業
に
は
知

名
度
を
上
げ
る
ほ
か
市
民
の

方
々
に
足
元
の
素
晴
ら
し
い
資

源
に
気
づ
い
て
誇
り
を
感
じ
て

も
ら
う
効
果
も
あ
る
。
引
き
続

き
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問　

こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

市
内
４
箇
所
の
子
ど
も
食

堂
へ
業
務
委
託
や
補
助
金
の
交

付
を
行
っ
て
い
る
。
「
子
供
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
」

を
目
的
に
食
事
の
提
供
や
学
習

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
核
家
族

が
増
え
る
中
、
地
域
全
体
で
子

供
を
育
て
見
守
る
た
め
に
今
後

も
子
ど
も
食
堂
と
連
携
を
図
り

支
援
し
て
い
く
。

白河の魅力発信について伺う
「足元にある資源」を活かした白河のPRを行う

鈴木　裕哉�議員

白
河
駅

２
／
13
発
生
し
た
地
震
で
被
害
を

受
け
た
鶴
子
山
公
園（
表
郷
金
山
）

の
遊
具
。
子
供
達
の
た
め
に
早
期

の
復
旧
を
！

一　般　質　問

12



2021（Ｒ3）5.1　Vol.62

市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ

い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

後
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

都
市
と
し
て
総
合
的
な
魅

力
が
必
要
。
医
療
、
教
育
、
文

化
等
、
地
域
資
源
に
磨
き
を
か

け
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
今
後
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
た
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
、
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
よ
り
企
業
誘
致
を
進
め
る
。

問　

原
発
の
風
評
被
害
も
収
ま

ら
な
い
な
か
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
地
域
農

産
物
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
。

市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

風
評
被
害
が
年
々
減
少
す

る
な
か
で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
は
、
周
辺
自
治
体
、
農
協

と
連
携
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

や
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
地
域
農
産
物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
。

戸倉　宏一�議員

問　

経
年
劣
化
し
た
公
民
館
の

移
設
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
複

合
施
設
の
建
設
に
は
賛
成
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
継
続
に
よ
る
農
商

工
業
者
の
苦
境
、
非
正
規
労
働

者
の
失
職
や
減
収
等
と
地
域
経

済
の
沈
滞
、
他
方
、
自
治
体
に

よ
る
医
療
・
感
染
症
対
策
充

実
、
事
業
者
支
援
、
消
費
喚
起

策
、
生
活
困
窮
者
支
援
の
実
施

は
、
税
収
減
と
財
政
調
整
基
金

取
り
崩
し
等
、
全
国
で
財
政
運

営
困
難
を
帰
結
し
た
。
建
設
計

画
延
期
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
の
市
税
は
、
他
市
と

比
較
し
、
安
定
し
た
税
目
で
あ

る
固
定
資
産
税
が
52
％
と
高
く

景
気
に
影
響
さ
れ
や
す
い
法
人

市
民
税
は
８
％
で
低
い
。
地
域

経
済
沈
滞
へ
の
支
援
は
、
主
に

国
の
臨
時
交
付
金
に
依
拠
し
、

複
合
施
設
の
財
源
は
合
併
特
例

債
と
公
共
施
設
等
整
備
基
金
そ

し
て
国
の
補
助
金
等
を
見
込
み
、

税
収
減
が
市
民
生
活
に
影
響
し

な
い
よ
う
に
努
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
計
画
延
期
は
必
要
な
い
。

問　

第
３
次
白
河
市
環
境
基
本

計
画
案
の
方
向
性
具
体
化
と
し

て
再
エ
ネ
発
電
事
業
の
農
林
業

振
興
・
雇
用
と
の
連
結
の
仕
組

み
創
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

計
画
期
間
10
年
だ
が
、
適

宜
見
直
し
具
体
化
検
討
す
る
。

荒井　壽夫�議員

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
有
害
鳥
獣

被
害
が
高
止
ま
り
で
あ
る
。
狩

猟
免
許
保
有
者
の
方
も
高
齢
化

し
て
い
る
。
対
策
を
伺
う
。

答　

実
施
隊
の
減
少
、
高
齢
化

は
認
識
し
て
い
る
。
県
猟
友
会

等
連
携
し
、
対
策
を
強
化
す
る
。

一　般　質　問

コロナウイルス禍後の市長のトップセールスについて
地域資源に磨きをかけ企業誘致を進める

イ
ノ
シ
シ
に
よ
り
荒
ら
さ
れ
た

水
田
（
白
坂
五
器
洗
地
区
／

令
和
元
年
７
月
撮
影
）

13

規　模 概算事業費（税抜）
複合施設・本体工事費 約5,000㎡ 約25.0～35.0億円
複合施設・連絡通路工事費 － 約0.8億円
本庁舎・連絡通路接続部改
修工事費 － 約0.6億円

本庁舎・立体駐車場整備費 約150台 約5.0億円
土木工事費 － 約3.7億円
合計 － 約35.1～45.1億円
※今後の検討の進捗状況や物価変動など社会経済情勢の変化により
　変更となる可能性があります。

SDGｓ（持続可能な開発目標）
17 の目標

コロナ禍継続のもと複合施設建設計画の延期が必要では？
市民生活に影響ない積立基金等の財源ゆえ延期は必要ない

複合施設の概算事業費
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問　

行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

マ
ネ
ジ
ン
ト
を
市
長
に
伺
う
。

答　

行
政
改
革
と
は
、
市
民
が

何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
常
に

考
え
、
日
常
業
務
の
中
で
一
人

ひ
と
り
が
改
革
意
識
を
持
ち
、

業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
市
は
柔
軟
か
つ
効
率

的
な
自
治
体
経
営
と
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

不
断
の
見
直
し
に
よ
る
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現

状
、
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
。

答　

入
会
希
望
児
童
の
増
加
及

び
慢
性
的
な
支
援
員
不
足
に
よ

り
待
機
児
童
の
発
生
が
課
題
で

あ
っ
た
。
支
援
員
の
確
保
に
努

め
た
結
果
、
来
年
度
は
支
援
員

を
増
員
で
き
、
令
和
３
年
度
は

待
機
児
童
を
50
人
以
下
ま
で
大

幅
に
減
少
す
る
見
込
み
。
今
後

も
待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組

む
。

問　

障
が
い
を
持
つ
児
童
の
児

童
ク
ラ
ブ
受
け
入
れ
に
つ
い
て

答　

ク
ラ
ブ
で
の
生
活
が
心
配

な
保
護
者
に
は
、
事
前
相
談
や

見
学
を
し
て
か
ら
の
申
し
込
み

を
進
め
て
い
る
。
入
会
を
希
望

す
る
児
童
が
、
ク
ラ
ブ
の
利
用

条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば (

集

団
生
活
を
送
れ
る) 

障
が
い
を

抱
え
る
児
童
を
含
め
、
全
て
の

児
童
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

希望する児童が放課後児童クラブに入れるように
支援員の確保に努めた結果、待機児童は大幅に減少する見込み

石名　国光�議員

問　

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
市
長
の
考

え
及
び
職
員
へ
の
指
示
を
ど
う

し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答　

こ
れ
ま
で
本
市
の
魅
力
を

内
外
に
発
信
し
て
き
た
。
本
市

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

特
定
の
組
織
だ
け
が
担
う
も
の

で
は
な
く
、
各
部
署
が
意
識
を

も
っ
て
、
担
当
す
る
分
野
の
素

材
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
を

基
本
に
、
全
庁
を
挙
げ
て
取
り

組
む
も
の
と
考
え
指
示
し
て
い

る
。
外
に
対
し
て
は
、
行
政
と

市
民
に
よ
る
情
報
発
信
を
効
果

的
に
融
合
さ
せ
、
オ
ー
ル
白
河

で
売
り
込
む
。

問　

渋
沢
翁
と
定
信
公
の
関
係

を
広
く
周
知
し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
武
器
と
す
る
た

め
、
何
を
行
う
の
か
。

答　

南
湖
公
園
魅
力
発
信
事
業

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

定
信
公
と
渋
沢
翁
の
「
の
ぼ
り

旗
」
を
作
り
、
設
置
し
た
。
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
渋
沢

資
料
館
副
館
長
の
講
演
会
を
実

施
し
た
。
今
年
は
、
南
湖
十
七

景
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
、
竹
灯
籠
に
よ
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
出
身
地
で
あ
る
埼
玉

県
深
谷
市
と
の
交
流
や
渋
沢
翁

に
ち
な
ん
だ
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を

開
発
す
る
。

シティプロモーション（愛着や誇りを醸成する取組）、市長の考えと職員への指示は？
素材を最大限に活かし全庁挙げて取り組むよう指示　オール白河で売り込む

高橋　光雄�議員

一　般　質　問

14

定
信
公
と
渋
沢
翁
の
関
係
を
広
く
周
知
を
！
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問　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。

原
発
事
故
後
、
開
始
さ
れ
た
県

民
健
康
調
査
。
今
後
の
調
査
は
。

答　

市
民
の
健
康
が
重
要
と
考

え
、
県
及
び
関
係
機
関
に
対
し

て
継
続
を
求
め
て
い
く
。

問　

令
和
３
年
度
も
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
が
継

続
さ
れ
る
。
現
在
の
問
題
点
は
。

答　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
あ
り
利
用
実
績
が
少
な
い
。

今
後
は
事
業
を
通
し
て
実
態
や

ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
て
い
く
。

原発事故から１０年、市民・県民の健康はどうなる？
県民健康調査の継続を求め、市民の健康を守る考えである

大竹　功一�議員

問　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク

チ
ン
供
給
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

開
始
は
い
つ
頃
か
、
接
種
会
場

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
副

反
応
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
、

ま
た
、
接
種
前
の
「
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
持
病
な
ど
の

心
配
事
へ
の
対
応
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
集
団
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
接
種
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
は
ど
う
か
。

答　

接
種
は
４
月
下
旬
か
ら
を

予
定
し
、
会
場
は
白
河
で
２
、

表
郷
・
大
信
・
東
地
区
で
各
１

か
所
を
設
け
、
副
反
応
へ
の
対

策
と
し
て
は
各
会
場
に
１
名
の

看
護
師
を
配
置
し
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
と
同
様
の
体
制
で
対
応
す

る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
「
接
種

訓
練
」
を
行
う
。

問　

無
自
覚
、
無
症
状
の
若
者

が
感
染
源
と
な
り
家
庭
内
感
染

を
広
め
て
い
る
。
明
日
の
白
河

を
担
う
若
者
の
成
人
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
い
、
祝
っ
て
あ

げ
る
の
か
。

答　

式
典
は
５
月
４
日
の
み
ど

り
の
日
を
予
定
し
、
当
初
は
１

回
で
の
式
典
を
予
定
し
て
い
た

が
、
３
密
を
回
避
す
る
た
め
午

前
と
午
後
の
２
部
制
で
開
催
す

る
。

※
成
人
式
式
典
は
ラ
イ
ブ
配
信

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

「4月下旬」から高齢者へのワクチン接種開始

柴原　隆夫�議員

問　

い
く
つ
か
の
自
治
会
長
か

ら
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
の
相
談
が
あ
る
。
実
態
と
改

善
策
は
。

答　

現
在
２
名
の
欠
員
と
な
っ

て
い
る
な
ど
各
町
内
会
と
も
人

選
に
は
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
聞
く
。
今
後
は
町
内
会

長
と
連
携
し
、
地
域
に
お
い
て

適
任
と
思
わ
れ
る
候
補
者
に
対

し
、
民
生
児
童
委
員
の
役
割
や

活
動
内
容
を
市
と
し
て
も
十
分

に
説
明
し
、
就
任
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
、
人
材

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
に
利
用

で
き
な
い
か
。

答　

手
法
が
適
当
で
あ
る
か
な

ど
を
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

接種会場は？副反応への対策はどのように？

一　般　質　問

15

接種会場のひとつである中央保健センターとマイナス80℃で保存する
超低温冷凍庫
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問　

立
地
適
正
化
計
画
に
お
け

る
地
域
振
興
に
つ
い
て

答　

総
合
計
画
等
に
基
づ
き
農

林
業
の
振
興
、
雇
用
の
場
の
創

出
、
子
育
て
や
若
者
へ
の
支

援
、
移
住
定
住
の
促
進
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な

ど
、
人
口
減
少
や
地
域
経
済
縮

小
の
抑
制
に
つ
な
が
る
各
種
施

策
を
推
進
し
て
き
た
。
引
き
続

き
、
総
合
計
画
等
に
基
づ
い
て

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
。
説
明
会
も
開
催
し
、
計

画
の
概
要
や
振
興
策
も
説
明
す

る
。

問　

ひ
が
し
保
育
園
建
設
に
つ

い
て

答　

地
震
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

屋
外
ス
ロ
ー
プ
部
分
の
ひ
び
割

れ
、
床
仕
上
げ
材
の
隙
間
や
天

井
エ
ア
コ
ン
の
ず
れ
が
発
生
し

た
が
、
建
物
構
造
に
影
響
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

建
物
の
使
い
方
に
係
る
意
見
に

つ
い
て
は
、
担
当
部
局
や
保
育

園
と
再
度
、
早
急
に
検
証
し
、

不
具
合
の
解
消
な
ど
、
今
後
の

対
応
を
検
討
す
る
。

問　

白
河
第
二
中
学
校
建
設
に

つ
い
て

答　

学
校
等
の
要
望
に
対
応
し

な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

建
設
を
心
掛
け
て
い
る
。

立地適正化計画における地域振興について
白河市総合計画等に基づき持続可能な地域づくりを進める

水野谷　正則�議員

一　般　質　問

16

今
後
３
年
間
の
介
護
保
険
料

問　

今
議
会
に
介
護
保
険
料
改

定
の
議
案
は
出
さ
れ
て
い
な
い

が
、
据
え
置
き
に
な
る
の
か
。

保
険
給
付
費
及
び
地
域
支
援
事

業
費
の
設
定
、
介
護
保
険
料
と

の
関
係
は
実
際
に
ど
う
な
っ
た

の
か
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金

(

令
和
元
年
度
残
高
約
４
・
２

億
円)

の
活
用
も
含
め
、
答
弁

を
求
め
る
。

答　

国
の
「
計
算
シ
ス
テ
ム
」

で
保
険
給
付
費
及
び
地
域
支
援

事
業
費
を
算
定
す
る
と
３
年
間

で
約
１
７
６
億
円
、
介
護
保
険

料
基
準
額
月
額
は
６
４
０
０
円

と
な
る
。
し
か
し
基
金
３
億
３

８
０
０
万
円
を
活
用
し
、
現
行

月
額
５
９
０
０
円
で
運
営
可
能

と
判
断
。
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
た
。

子
育
て
世
代
へ
の
支
援

問　

就
学
援
助
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
と
な
る
。
し

か
し
、
対
象
と
な
る
家
庭
で
申

請
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
川

崎
市
の
よ
う
に
、
市
教
委
と
し

て
積
極
的
に
つ
か
み
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
全
児
童
生
徒
を
対

象
に
制
度
の
お
知
ら
せ
や
関
係

書
類
の
配
布
、
入
学
説
明
会
で

の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
、
今
後
は
周
知
徹
底
を

図
り
、
全
保
護
者
に
希
望
の
有

無
を
確
認
す
る
方
法
に
し
、
万

全
を
期
す
よ
う
に
し
た
い
。

今後３年間の介護保険料は？
基金を活用し、介護保険料を据え置き

深谷　弘�議員
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３月定例会で審査された議員提出議案・請願・陳情・意見書について、その内容と結果についてお知らせします。

案件番号 案　件　名　・　概　要 議決結果
意見書案
第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 原案可決（全会一致） 

関係機関に意見書を提出しました

議会案
第１号

白河市議会委員会条例の一部を改正する条例
原案可決（全会一致）議員の委員会欠席理由として育児や介護等を追加し、産前・産後の欠席することができる期間を定め

るため所要の改正を行うもの。

議会案
第２号

白河市議会会議規則の一部を改正する条例
原案可決（全会一致）議員の本会議欠席事由として育児や介護等を追加し、産前・産後の欠席することができる期間を定め

るほか、採決システムによる表決（ボタンによる採決）の導入に伴い所要の改正を行うもの。
決議案
第１号

将来を見据えた新型コロナウイルス感染症対策に関する決議 
※概要は３頁に記載 原案可決（全会一致）

案件番号 案　件　名　・　概　要 議決結果

請願１
日本労働組合総連合会
福島県連合会白河地区
連合会議長

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の請願

採択（全会一致）

１．福島県最低賃金は、昨年同程度を目途に引き上げをはかること。
　　また2019年6月に閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針」の「より早期に全国加重平均

1000円になることを目指す。」とした方針に基づき、相応の引き上げを行うこと。
２．中小・地場企業に対する支援策等を強化し、最低賃金の引き上げを行う環境を整備すること。
３．福島県内の労働力確保、人口流失抑制・防止を見据えた金額とすること。
４．一般労働者の賃金引き上げ時期を踏まえ、福島県最低賃金の改定諮問時期を可能な限り早め早期の発

効に努めること。

案件番号 案　件　名　・　概　要 議決結果

陳情２
福島県医療
労働組合連
合会

看護師と介護従事者の特定最低賃金を新設するための意見書提出を求める陳情 不採択（賛成少数）
※令和2年12月定例会で継続審査になった陳情
【不採択の理由】医療保険制度と介護保険制度では、事業収
入の仕組みに大きな違いがあることから、医療事業所と介護
事業所で働く労働者の賃金増は別なものとして扱わなければ
ならないと判断したため。

看護・介護の深刻な人員不足と賃金の地域間格差を解消するため、「看護師
と介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書」
を提出すること。

議員提出議案・請願・陳情・意見書議員提出議案・請願・陳情・意見書

◇議員提出議案

◇請願議案

◇陳情議案

17

問　

表
郷
公
民
館
以
外
３
館
建

設
と
施
設
の
不
備
に
つ
い
て

答　

中
央
公
民
館
は
、
今
後
も

維
持
す
べ
き
施
設
で
あ
る
が
老

朽
化
が
著
し
く
用
地
も
借
地
と

な
っ
て
い
る
。
新
設
及
び
既
存

施
設
の
利
活
用
も
含
め
様
々
な

視
点
か
ら
検
討
し
複
合
施
設
の

整
備
状
況
を
踏
ま
え
て
令
和
３

年
か
ら
８
年
に
か
け
て
検
討
す

る
。
施
設
の
不
備
は
雨
漏
り
や

配
管
の
腐
食
等
が
あ
り
適
宜
修

繕
を
し
て
い
る
。
敷
地
の
賃
貸

借
は
公
民
館
並
び
に
教
育
施
設

の
建
設
を
条
件
に
昭
和
40
年
11

月
１
日
よ
り
令
和
７
年
10
月
31

日
ま
で
60
年
間
賃
貸
料
を
無
償

で
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

　

東
公
民
館
は
東
庁
舎
・
東
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
複
合
化

を
令
和
３
年
か
ら
８
年
に
か
け

て
検
討
す
る
。
施
設
の
不
備
は

老
朽
化
が
著
し
く
建
物
及
び
設

備
に
不
具
合
が
発
生
し
令
和
２

年
度
は
備
え
付
け
の
暖
房
機
器

が
故
障
し
修
繕
し
た
。

　

大
信
公
民
館
は
、
庁
舎
及
び

保
健
セ
ン
タ
ー
・
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
と
の
複
合
化
を
令

和
３
年
か
ら
８
年
に
か
け
て
検

討
す
る
。
施
設
の
不
備
は
老
朽

①中央公民館②東公民館③大信公民館の建設について
表郷公民館以外３公民館は令和３年～８年にかけて検討する

大花　務�議員

化
が
著
し
く
、
令
和
２
年
度
は

２
階
の
和
室
が
雨
漏
り
に
よ
り

天
井
の
一
部
が
抜
け
落
ち
て
し

ま
い
修
繕
を
行
っ
た
。

③大信公民館②東公民館①中央公民館

一　般　質　問
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6 月定例会の予定月定例会の予定 正式には6月17日の開会日に決定します。

編
集
後
記

本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。

こちらの
ＱＲコー
ドを読み
込んでく
ださい。

〇人権擁護委員の任命に同意
　　塩田 英夫 氏（大信中新城）【任期　令和３年７月１日～令和６年６月30日】
　　　14名が人権擁護委員に委嘱されており、憲法で保障されている地域住民の基本的人権の擁護と人権

尊重思想の普及高揚を目的として活動しています。

人事案件
　議会に同意を得るために提出する議案が人事案件。３月定例会で同意された方を紹介します。

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場

　
「
渋
沢
栄
一
」
が
敬
愛
し
た

　
　
松
平
定
信
公
と
南
湖
神
社　

　

新
紙
幣
１
万
円
札
の
肖
像
画
と

な
る
渋
沢
栄
一
は
、
８
代
将
軍 

徳
川
吉
宗
の
孫
で
白
河
藩
主
の
松

平
定
信
公
を
敬
愛
し
、
白
河
町
に

定
信
公
を
祀
る
南
湖
神
社
の
地
鎮

祭
（
立
柱
祭
）
に
出
席
し
多
額
の

寄
付
等
を
行
い
神
社
創
建
に
尽
力

し
、
最
期
の
将
軍 

徳
川
慶
喜
に

仕
え
ま
し
た
。

　

渋
沢
栄
一
は
大
阪
紡
績
会
社
と

第
一
国
立
銀
行
を
設
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
ガ
ス
、
東
京
海
上
火

災
保
険
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
な
ど
５
０
０
以
上
の
企

業
設
立
に
助
力
し
、
明
治
の
近
代

化
に
労
を
尽
く
し
ま
し
た
。
人
格

は
「
私
利
を
追
わ
ず
」
で
、
亡
く

な
っ
た
時
に
は
ほ
と
ん
ど
自
分
の

財
産
を
残
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

 

柴
原　

隆
夫
委
員

議会報編集委員会

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴の自粛をお願いする場合があります。

６月１７日（木）本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
　　２３日（水）本会議【一般質問・質疑１日目、委員会付託（請願・陳情）】
　　２４日（木）本会議【一般質問・質疑２日目】
　　２５日（金）本会議【一般質問・質疑３日目、委員会付託（議案）】
　　２８日（月）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
　　３０日（水）本会議【各常任委員長報告、質疑、討論、表決、閉会】

議
会

だ
よ

り
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.shirakaw
a.fukushim

a.jp/
発

行
：

白
河

市
議

会
　

　
   編

集
：

議
会

報
編

集
委

員
会

〒
961–8602 福

島
県

白
河

市
八

幡
小

路
7–1 ☎

0248–22–1111

　２月２日、白河厚生総合病院の前原和平名誉院長を講
師にお招きし、議員研修会を議場で開催しました。
　研修会では県民の疾病構造の解説をはじめ、生活習慣
が寿命に大きく影響することなどについて、資料を交え
ながらご講演いただきました。

健康寿命を延ばすための行政課題を再発見

　今後も、市民の代表として議員一同、市民
の健康づくりの推進に努めてまいります。

～議員研修会を議場で開催～

◎ 水野谷正則◎ 水野谷正則
○ 室井 伸一○ 室井 伸一

高畠 裕高畠 裕

吉見 優一郎吉見 優一郎

柴原 隆夫柴原 隆夫
山口 耕治山口 耕治

（◎委員長　○副委員長）（◎委員長　○副委員長）


